
「平成１８年度普及に移す成果」 

薬剤耐性ダイズ紫斑病に対する効果的な防除薬剤  
農業総合センター農業研究所 

県内全域にチオファネートメチル剤耐性紫斑病菌が分布していると考えられ、他の剤への転換が必

要である。チオファネートメチル剤耐性ダイズ紫斑病に対しては、アゾキシストロビン水和剤、

イミベンコナゾール粉剤、シメコナゾール水和剤の防除効果が高い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注）グラフは、紫斑病発生を助長した多発生条件下で各剤を２回散布し、効果を比較したものである  

２度の防除を行う場合の薬剤散布体系 

アゾキシストロビン水和剤の防除効果は高いが、２度の防除を行う場合は本剤の耐性菌出現を抑

制するため、連続散布は行わない。 
開花20日後の第１回目の防除でアゾキシストロビン水和剤（アミスター20フロアブル）2000倍

を散布し、開花30日後の第２回目の防除に系統の異なる薬剤イミベンコナゾール粉剤（マネージ粉
剤DL）４kg／10aまたはイミノクタジンアルベシル酸塩水和剤（ベルクート水和剤）1000倍を散
布すると、安定した高い防除効果が得られる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜問い合わせ先；農業研究所病虫研究室  電話０２９（２３９）７２１３＞ 
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品種「タチナガハ」2004年試験 
無処理区の紫斑粒率は37.5％ 

第１回散布  

開花 20日後 
   ↓ 
第２回散布  

開花 30日後 
薬剤 

単剤の効果 

ダイズ開花期 
 
  開花２０日後 
 
第１回目 散布 アゾキシストロビン水和剤 
 
  開花３０日後（第１回目散布より１０日後） 
 
第２回目 散布 イミベンコナゾール粉剤 
        イミノクタジンアルベシル酸塩水和剤等 
       ※第１回目散布と系統の異なる剤を散布する 


